
社会福祉法人みちのく白寿会 

令和 8（2026）年度事業計画 

 

 法人の理念の実践と社会福祉法に基づいた法人経営の強化を図り、地域ニーズの把握に努

め、今後の社会情勢を踏まえた事業を推進する。 

 

Ⅰ．基本方針 

（１）物価高騰等に対応した事業継続のための経営基盤の安定化を図るため、経営計画に基

づいた財政の健全強化を推進する。 

（２）国が推進する働き方改革による労働環境の改善と人材育成の強化を推進するとともに、

あらゆる世代が支え合いながら働ける環境を整備する。 

（３）経営基盤の強化や職員処遇の向上と働きやすい環境づくりを推進する。 

（４）職員個々の持っている能力を最大限に発揮させ、やりがいと生きがいをもって仕事が

できる環境づくりに向けた能力開発とキャリア形成を推進する。 

（５）利用者及び職員の安全を確保するため、危機管理対策を強化し、あらゆる災害等に対

応した事業継続計画（ＢＣＰ）を確立し、また、適宜見直しを行い、シミュレーション・

訓練を行う。 

（６）地域に求められる社会福祉法人となるため、職員個々が組織の一員として事業目標を

達成する意志を強く持たせ、地域ニーズの把握に積極的に関わり、地域への公益的な取

り組みを推進する。 

 

Ⅱ．会議等の開催 

開催年月 会議名 主な会議内容 開催場所 

令和 8年 5月 理事会 2025(令和 7)年度事業報告 

2025(令和 7)年度決算承認 

2025(令和 7)年度監査報告 

2025(令和 7)年度利益相反取引の報告 

未定 

令和 8年 6月 評議員会 2025(令和 7)年度事業報告 

2025(令和 7)年度決算承認 

2025(令和 7)年度監査報告 

2025(令和 7)年度利益相反取引の報告 

未定 

令和 8年 11 月 理事会 

評議員会 

職務執行状況報告 

（収入支出予算に補正があれば補正予算

案の審議） 

未定 

令和 9年 2月 苦情解決等第

三者委員会 

2026（令和 8）年 1 月～12 月の苦情等受

付当の報告 
施設内 

令和 9年 3月 理事会 

評議員会 

2026（（令和 8）年度収入支出補正予算（案） 

2027（令和 9）年度事業計画 

2027（令和 9）年度収入支出予算（案） 

2026（令和 8）年度利益相反取引の承認 

未定 

毎週木曜日 幹部会議 連絡事項・業務改善の検討 施設内 

毎月第二木曜

日 

管理運営委員

会 

各委員会からの報告 

業務改善等意見交換 
施設内 

 



 

介護老人保健施設みちのく青海荘 

令和 8（2026）年度事業計画 

 

Ⅰ．運営の方針 

（１）入所者の意志及び人格を尊重し、常に入所者の立場に立ってサービスの提供に努める。 

（２）介護老人保健施設が地域の中核となるべく、居宅介護支援事業者、その他保健医療福 

祉サービス提供者及び関係市町村と連携を図り、入所者が地域において総合的サービス 

提供を受けることができるようにする。 

（３）明るく家庭的雰囲気に努め、入所者が「にこやか」で、「個性豊かに」過ごすことがで

きるようサービス提供する。 

（４）サービスの提供に当たっては、懇切丁寧を旨とし、入所者やその家族に対して療養上

必要な事項について、理解しやすいように指導、説明を行う。 

 

Ⅱ．重点項目 

（１）1日当たりの入所者数の目標を 95人とする。また、通所リハビリテーション利用者の

目標を 15人とする。 

（２）感染症予防対策の継続実施。 

（３）災害時等の対応として業務継続計画（ＢＣＰ）の見直しを適宜行う。 

（４）利用者の体力や基本動作能力、生活機能向上を目的に集中的なリハビリテーションを

提供し、早期の在宅復帰に努める。 

（５）最低でも『基本型老健』の体制を維持できるよう取り組む。 

 

Ⅲ．基本的生活の援助 

（１）食事・水分補給に関するケア 

   医師、看護職員、介護職員、介護支援専門員その他の職種の職員が共同して、利用者

毎に栄養補給・栄養食事相談・解決すべき事項について対応していく。 

  ・・立立・・・給食については外部委託となっているが、立立等の要望、行事食、季節食等 

の提案をして行く。 

  ・摂食介助・・・寝食分離を基本とし、離床を介助する。 

  ・摂取状況の把握・・・毎食各人の摂取量を確認し、健康状態の指標とする。 

  ・・衛生管理・・・食前後のテーブル拭き、食後の清掃、利用者及び介助職員の手洗い消毒 

の徹底、および食品、食器の衛生管理の徹底。 

  ・口腔ケア・・・毎食後、歯ブラシ等の物品を準備して介助及び指導を行う。 

  ・・口腔リハビリ・・・昼食前に実施して、嚥下機能の維持管理に努める（館内放送による 

嚥下体操の実施） 

（２）排せつに関するケア 

   利用者の訴えに迅速に対応する姿勢を基本として、日中、夜間の排せつ場所、排せつ 

方法、それの伴う移動、移乗、着脱衣の方法などスタッフ間で十分に検討し技術を身につ 

ける。 

 



 

（３）入浴・清拭等の関するケア 

   清潔保持と身体状態の確認（褥瘡、感染予防）、異常の発見に努める。 

（４）洗面、整容及び理美容、更衣に関するケア 

  ・洗面・・・日常生活動作能力に合わせ介助する。 

  ・整容及び理美容・・・専門の業者に委託して、毎週金曜日午前中に実施する。 

（５）環境整備に関するケア 

   清潔保持、安全確保のため、常に環境整備に努めていく。 

（６）リハビリテーションに関するケア 

   在宅復帰を主目的とし、心身機能等の状態に応じて利用者個人の能力を高めると共に、 

利用者の社会的な環境を整え生活の向上を図り、「心身機能」「活動」「参加」の要素にバ 

ランスよく働きかける効果的なリハビリテーションを提供する。 

（７）医療、健康に関するケア 

   常に利用者の一般状態の把握に努め、健康維持、異常の早期発見、家族を含めた適切 

な生活指導を行っていく。また、利用者及び職員の健康管理を行い、疾病予防、感染防止

に努める。 

・緊急時対応・・・マニュアルに沿った対応を実施。 

・感染症予防・・・マニュアルに沿った対応を実施。また、感染症対策委員会が主導し、 

感染者の発生時の対応等の研修を行う。 

・インフルエンザ予防接種を職員には福利厚生の一環として実施する。また利用者及び 

家族にも摂取するよう働きかけることにより施設全体での感染予防を図る。 

（８）ターミナルケア 

   入所者が人生の終末期になっても安楽で居られ、人間としての尊厳と本人の意思を尊

重したその人らしい生き方をするための支援を行う。また、環境を整え家族を含めた看

取りができるようにする。 

（９）レクリエーション・行事 

  ・利用者の自主性を尊重し、可能な限り希望に沿った活動が安全に展開できるよう援助 

する。 

  ・施設内の生活を潤いあるものとし、家庭、社会で味わうことができる雰囲気、季節等 

が感じられるものを実施する。 

  ・入所中の楽しい思い出となるもの、また、リハビリテーションの視点を考慮して企画 

し、外部の団体によるレクリエーション等も取り入れる。 

    〇誕生会 〇お花見 〇外食、お買い物ツアー 〇花火を見る会（ねぶた最終日） 

    〇夏祭り 〇敬老会 〇運動会 〇クリスマス会 〇初詣 〇豆まき  

    〇ビューティーデー 〇外部委託によるミニコンサート  など 

 

Ⅳ．委員会活動 

  委員会の担当分野について専門的に研究し、目標を立てて活動する。 

   〇事故防止委員会 〇感染症対策委員会 〇身体拘束廃止委員会 〇褥瘡対策委員会 

   〇高齢者虐待防止委員会 〇認知症ケア委員会 〇衛生委員会 〇給食委員会 

   〇接遇委員会 〇口腔ケア委員会 〇栄養管理委員会 〇入浴委員会 〇排泄委員会 



 

  〇広報委員会 〇ノーリフティング委員会 〇地域貢立事業委員会 〇制服委員会 

  〇青海荘夏祭り委員会 

 

Ⅴ．家族及び地域社会との連携 

（１）利用者の精神的安定と老健の在宅復帰、在宅ケア支援機能を強化するため、家族や地

域と連携し、理解と協力が得られるようと努める。個々のニーズに沿うサービスを行う

ため、施設サービス計画書、リハビリテーション実施計画書を作成した際には、利用者

及び家族の意向を確認し、説明内容の同意を得て実施する。身体拘束については原則禁

止として、身体拘束禁止への取り組みへの理解と協力を利用者、家族に得ることに努め

る。 

（２）利用者や家族の意見要望や苦情を吸い上げるため、「ご意見箱」を設置し対応する。 

また、意見要望や苦情に適切に対応するため、苦情受付窓口として支援相談員を配置し、

第三者委員を選任して公平で誠意ある対応を講じるよう努める。 

（３）利用者の在宅復帰や在宅生活継続のため、関連機関との連携を図り、適切なサービス

の提供を支援する。 

 

Ⅵ．研修 

  職員の資質、意欲の向上を図るため、施設内研修を計画的に実施し、専門的な知識、技 

術の習得を図る。また、関係諸団体の主催する開催する各種の外部研修にも参加し自己研 

鑽する。 

 

Ⅶ．緊急時における対応 

  サービス提供中に事故、利用者の症状の急変、その他緊急事態が生じた時は、速やかに

利用者の家族に連絡をとるとともに、必要な措置を講じる。 

 

Ⅷ．非常災害対策 

  防災計画に基づき、入居者の安全確保のため災害予防に努めるとともに、職員の防災意

識の啓発に努め、防災安全対策を講じる。また、近年の自然災害等への対策として、非常

災害対策計画・事業継続計画（ＢＣＰ）の見直し、地域及び行政との連携強化を図ってい

く。 

  ・火災予防・・・防火管理者・火元責任者を配置し、火気の点検管理を行う。 

  ・・自衛消防練・・・・消防機関の協力のもと、初期消火・通報・避難誘導を一連とした練

・を年 2回以上行う。（そのうち 1回は夜間想定練・） 

  ・・災災対策・・・災災に備え非常用飲料水・食料などの必要物品、安全な避難場所を確保

する。豪雨災害、地震・津波災害等を想定した避難練・を年 1回以上実施する。 

 

  



 

 

                                            

みちのく居宅介護支援センター 

2026年度 事業計画 (案) 

 

Ⅰ．運営方針 

（１）事業所の介護支援専門員は、要介護者等の心身の特性を踏まえて、その有する能

力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう配慮して行う。 

（２）居宅介護支援の提供に当たっては、利用者の心身の状況や置かれている環境等に

応じて、利用者の選択に基づき適切な保健医療サービス及び福祉サービスが、多

様な事業者から、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行う。 

（３）居宅介護支援の提供に当たっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者

の立場に立って、利用者に提供される居宅サービス等が特定の種類又は特定の居

宅サービス事業者に偏することのないよう、公正中立に行う。 

（４）居宅介護支援の実施に当たっては、市町村、地域包括支援センター、その他の居

宅介護支援事業者、介護保険施設等、その他の保険・医療・福祉サービスを提供

する者、住民主体による自発的な活動によるサービスを含めた地域における様々

な取り組みを行う者等と密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努める。 

 

Ⅱ．事業内容 

１．居宅サービス計画の作成 

   医療・介護・他職種が協同し、必要かつ適切なサービスが提供されるように、サ

ービス計画作成に係る援助内容の充実を図ります。 

①  利用者の環境や心身の状態を適切に把握することで、住み慣れた地域で自立した    

生活が継続できるように支援します。 

② 介護保険申請・更新に必要な諸手続、その他各種サービスの申請や手続きなどの

代行を行います。 

③ 利用者が複数のサービス事業所からサービスを選択出来るように援助します。 

④ 各種サービスが円滑に機能しているか、サービス内容が適切か常に確認を行い、

利用者の心身状態の変化等その必要性に応じてサービス計画を変更します。 

２．介護保険施設への紹介 

   利用者が居宅において日常生活を営むことが困難となったと認められる場合は、

速やかに介護保険施設への紹介等便宜の提供を行います。 

３．認定調査の実施 

市町村からの依頼による認定調査に関しては、常に在宅支援の視点を持ち、公平  

中立の立場に立って速やかに実施します。 



 

４．介護予防支援事業及び介護予防マネジメント支援事業において、介護予防サービ

ス計画を作成します 。支援内容は居宅介護支援と同様。 

５．自然災害、感染症対策について研修参加や事業所内勉強会の開催、訓練を実施し 

ます。 

６．その他 

   ［特定事業所加算Ⅱ算定］要件となっている業務 

①  介護支援専門員の質の向上、質の高いサービス提供を行うことをめざし、個別 

研修計画に沿った研修を実施、事業所内会議を定期的に開催します。介護支援専

門員実務研修実習の受け入れ機関として、介護支援専門員の育成に協力します。 

（主任介護支援専門員）  

② 地域包括支援センターと連携して地域ケア会議に参加し、地域との密接な関わり

を保ちながら地域包括ケアの推進に協力します。  

③ 包括支援センターと共同し、地域の介護支援専門員や介護サービス事業所等に向

けた研修会を実施します。 

④ ２４時間の相談対応を行い、困難事例に対しても積極的に対応します。 

⑤ 給付管理を適正に行い請求業務を遂行します。 

⑥ 地域の介護支援専門員からの個別相談に対する指導、助言（主任介護支援専門員） 

⑦ 法定研修等の講師及びファシリテーター等、研修への協力をします。（主任介護

支援専門員） 

 

職員配置 

職種 人員 

管理者兼主任介護支援専門員（兼務） 1名 

主任介護支援専門員 3名 

介護支援専門員 1名 

合 計 5名 

 



 

 

 

ヘルパーステーションみちのく 

2026年度 事業計画(案) 

Ⅰ．運営方針 

１．ヘルパーステーションみちのくは、地域に暮らす高齢者の心身の状態を踏まえ、

その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが出来るように支援します。 

２．サービスの提供にあたっては、高齢者の人格を尊重し、心身状態や環境に応じて

サービスが効率的に提供されるように留意します。 

３．関係市町村、地域の保健医療福祉サービスとの連携に努めます。 

 

Ⅱ．事業内容 

１．営業日 

月曜日から日曜日 

営業時間 午前 6時 30分から午後 7時 30分 

２．職員体制 

正職員 2名、嘱託職員 2名、パート 2名、計 6名 

３．サービスの内容 

 ①身体介護サービス 

 ・家庭訪問し、入浴や排泄、食事、通院、外出などの介助を行います。 

（寝返り、起き上がり、車椅子操作や歩行介助など、移動に必要な介助も行う） 

②生活援助サービス 

・家庭訪問し、掃除、調理、洗濯、買い物代行などの援助を行います。 

・医療機関との連絡や薬の受取り、日常生活に関する相談助言など必要に応じた支

援を行います。 

 

Ⅲ．事業の視点 

１．業務・サービスの質の向上と対応力 

①業務の質の向上と迅速な対応に努めます。 

②統一したケアが出来るよう、介護技術や認知症対応に関する研修を行い、サービ

スの質の向上を図ります。 

２．ケアプランの課題分析、ニーズの把握、関係機関との連携 

①ご利用者・ご家族と信頼関係を築き、ご利用者のニーズを把握・分析・評価し、

適切な支援を行います。 

②居宅介護支援事業所や地域包括支援センター等、他の関係機関と連携し安心して

在宅生活が送れるよう支援します。 

  

 

 

 



 

 

Ⅳ. その他 

1. 苦情対策 

・利用者、家族からの苦情や要望については真摯に受け取り、上司に報告等、必要な対  

 応を速やかに行い必ず記録に残すようにし、改善につとめます。 

2. 事故発生時の対応 

・提供により事故が発生した場合、速やかに保険者、利用者、その代理人等に連絡を行 

 うと共に必要な処置を講じます。 

3. 高齢者虐待に対する対応 

・利用者の人権の擁護、虐待の防止等をより推進する観点から虐待の発生又はその再発 

 を防止する為の措置を講じます。 

① 虐待の発生又はその再発を防止するための委員会の開催 

② 指針の整備 

③ 研修の実施 

④ 担当者の配置 

4. 感染症や災害時の対策 

・感染症や災害が発生した場合であっても、利用者に必要なサービスが安定的・継続的 

 に提供される体制を講じます。 

① 方針の整備 

② 業務継続計画策定 

③ 対策の実施・訓練 

④ 定期偵な計画の見直し 



 

 

デイサービスみちのく 

2026年度 事業計画（案） 

Ⅰ．運営方針 

利用者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営む

ことができるよう、さらに利用者の社会的孤立感の解消及び心身機能の維持並びに

家族の身体的・精神的負担の軽減を図るために、必要な日常生活上の世話および、 

その他必要な援助を行う。 

 

Ⅱ．サービス提供方針 

利用者の状態の把握に努め、介護支援専門員や他事業所、地域の方々との連携を図

りチームケアを確立し、季節感のある創作活動やレクリエーションを実施し、心身

機能を維持し、外出行事を通して、気分転換できる機会を作るなどサービス内容の

向上に努め、地域の行事への参加などでふれあい、交流を深め生活圏域に根差した

ケアを目指します。 

 

Ⅲ．事業内容 

地域密着（小規模）型通所介護   

６時間以上７時間未満 

送迎用車両        ２台 

特殊浴槽有          

① 利用者が在宅生活を継続し、日常生活にハリを持てるよう、運動や行事、他者

との関わりが多いサービスを実施します。 

② 地域密着型通所介護事業所として、地域関係者等と連携を図ります。 

 

Ⅳ．その他 

① 防災計画を作成し、定期的に避難訓練を実施します。 

② 職員の資質向上のため、施設内外で研修の機会を持ちます。 

③ 職員の健康管理のため、定期的な健康診断を実施します。 

④ 衛生管理を徹底し、食中毒及び感染症予防に努め、安心且つ安全でおいしい食事

を提供します。 

⑤ 浴槽のレジオネラ菌検査を定期的に行い、衛生管理に努めます。 

⑥ 運営推進会議を年２回開催いたします。 

⑦ 地域への行事の参加などで、地域交流を図ります。 

 



 

 

職員配置 

職 種 人 員 

管理者 １名（介護兼務） 

生活相談員 １名 

介護職員 ２名 

看護師 １名（ＡＭのみ） 

合 計 ５名 

 



 

 

 

住宅型有料老人ホームみちのく 

2026 年度 事業計画（案） 

 

Ⅰ．運営方針 

利用者が心身共に安定し、自立した日常生活を営むことが出来るように生活環境を整

えます。感染症対策では委員会の開催、指針の整備、研修や訓練を実施し感染防止に

努めます。事故防止や高齢者虐待防止、拘束廃止等委員会による研修を行い、利用者

やご家族に安心出来る環境づくりをしていきます。 

 

Ⅱ．サービス提供方針 

利用者の状態の把握に努め、地域の皆様や他事業所との連携を図りながら、チームケ

アを確立します。運営懇談会や随時情報共有し利用者や他事業所、地域の皆様の意見

を事業に反映させます。 

 

Ⅲ．事業内容 

住宅型有料老人ホーム  24 床（全室個室） 

 

Ⅳ．その他 

① 利用者が可能な限りその有する能力に応じて、自立した日常生活を営むために必要

な環境づくりに努めます。 

② 利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ってサービスの提供に努め

ます。 

③ 安全で快適な生活環境を有し、家族や地域との結びつきを重視し、関係機関との密

接な連携に努めます。 

④ 職員の資質向上のため、施設内・施設外研修の機会を設けます。 

⑤ 職員の健康管理のため、定期的な健康診断を実施します。 

 

職員配置 

職 種 人 員 

管理者・生活相談員（兼） 

夜勤職員兼訪問介護 
1名 

生活相談員・夜勤職員兼訪問介護 1名 

夜勤職員兼訪問介護 3名 

 夜勤専従職員 1名 

事務職員 1名 

厨房職員 4名 

計 11名 

 



 

 

 

青森市地域包括支援センターみちのく 

2026事業計画（案） 

運営方針 

 地域包括支援センターみちのくは、地域の高齢者が住みなれた地域で安心してその人ら

しい生活を継続出来る様に、保健、医療、福祉サービスを包括的に結びつける包括ケア

システムの体制の確立を目指します。 

 

１ 要援護高齢者の多様なニーズや相談に総合的に対応し、尊厳ある自立した生活のため 

に必要な支援を行います。 

２ 地域の保健・医療・福祉サービスや町会の活動、フォーマル、インフォーマル活動を

有機的に結びつけます。 

３ 要援護高齢者の心身の状態変化に応じて、適切な介護予防支援を行い、生活の質が低

下しないように包括的、継続的な支援を行います。 

４ 新しい認知症観の普及を行い、地域での認知症カフェやチームオレンジなどの活動の

継続や家族会等の支援を行います。 

 

 

事業内容 

１． 総合相談支援 

  地域に暮らす高齢者の様々な相談に対応し、民生委員や高齢者相談協力員、地域の住

民と連携しながら必要な機関やサービス等に繋ぎます。 

① 連携を目的とした高齢者介護相談協力員や民生委員対象の研修会を年２回開催します。 

② 民生委員連絡会や老人クラブ、心のえんがわ事業、一人暮らしの昼食会等の集まりに参

加し、情報収集と地域包括支援センターの周知に努めます。 

③ 認知症高齢者の方のために、認知症地域支援推進員が中心となり早期受診や介護へ向

けチームオレンジの活動を地域とともに行い、認知症初期集中支援チームとの連携を

図ります。 

 

２． 包括的・継続的ケアマネジメント支援（地域のネットワークづくり） 

  高齢者が住みなれた地域で暮らし続けるために主治医と介護支援専門員、在宅と施設

など在宅医療・介護連携等様々な職種や機関が連携し継続的にフォローできる体制を

確立します。 

① 圏域内の社会資源〈病院・警察・銀行・郵便局等・コンビニエンスストア等〉の開拓と

連携の為、訪問活動を行い地域資源マップの作成をします。 

② 年 6回の広報紙を発行やHPを活用し地域包括支援センター活動の周知に努めます。 



 

 

③ 認知症の人や認知症の人を介護する家族を対象とした定期的な集いを開催し、また地域

の方を対象に認知症相談、認知症カフェの開催などの必要な支援を行います。更に地域

の住民、企業に対しての認知症サポーター養成講座、フォローアップ研修を開催します。 

④ 認知症多職種協働研修会を開催し、認知症に関しての周知を図ります。 

⑤ 相馬町の地域活動「ささえ」に参加し、地域住民による見守りネットワーク支援、高齢

徘徊訓練などの実施をします。 

⑥ 運動ボランティア（地域の場づくり）の継続的な運動を支援し自主グループ化の継続を

目指します。 

⑦ 個別事例検討による地域ケア会議を毎月開催し、地域のニーズの把握を行い地域の課題

解決に対して取り組んでいきます。 

⑧ 地域ケア会議の課題について地域でのネットワーク形成のための会議を継続的に開催

していきます。 

⑨ 居宅介護支援事業所への支援として研修会や勉強会の企画や実施、事例検討会の開催支

援を行います。 

⑩ 地域における居場所づくりの為、周辺地域への貢献事業として「おすそ分け便」を行う

ことで多世代交流の場を兼ね２か月に一回の開催を行います。 

⑪ 医療介護連携を促進のため地域の介護支援専門員への支援を行います。 

 

３． 権利擁護 

高齢者の権利が守られるよう尊厳のある生活が送られるように環境を整え、高齢者

虐待等へ迅速な対応ができるよう市役所、関係機関との連携を行いながら支援をし

ます。 

① 独居の認知症高齢者や虐待等の問題を抱える高齢者に対して、成年後見制度、各種サー

ビス手続きの支援や定期訪問、医療機関や行政との連携に努め。権利侵害に対する必要

な支援を行います。 

② サービス事業所に対して年間 3回の権利擁護に関する研修会を開催いたします。 

③ サービス事業所内の職員研修会等へ依頼時に出張講話を行います。 

④ 地域住民に向けた権利擁護の普及啓発などの勉強会を行います。 

 

４． 介護予防支援、介護予防ケアマネジメント 

  一人ひとりの高齢者が出来る限り要介護状態にならないで、自立した日常生活を営む

事が出来る様に支援します。 

① 要支援１，２の高齢者に対して適切な介護予防支援計画を作成します。 

② 要支援、要介護となる恐れがある事業対象者となる高齢者に対して適切な介護予防ケア

プランを作成します。 

③ 閉じこもり等何らかの支援の必要性がある高齢者の実態把握に努めます。 

④ 各町会へ向けて介護予防、健康、栄養相談等の出張相談を行います。 

⑤ 地域の高齢者に対して健康づくりの意識向上のための普及啓発活動を行う。 



 

 

 

 

 

 

 

職員配置 

青森市地域包括支援センターみちのく 

職 種 人 員 

主任介護支援専門員 2名 

保健師等（看護師） 2名 

社会福祉士 2名 

合   計 6名 

 


